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ケアラーを支えられる社会へ特
集

　

は
じ
め
に

　

二
〇
二
〇
年
三
月
二
七
日
、
埼
玉
県
内
で
介
護
者
サ
ロ
ン
・
カ
フ
ェ
を

運
営
す
る
市
民
団
体
は
、「
㊗
全
国
初　

埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
と

い
う
ボ
ー
ド
を
手
に
埼
玉
県
議
会
の
傍
聴
に
集
ま
っ
た
。
そ
の
ボ
ー
ド
に

は
、「“
ケ
ア
ラ
ー
支
援
”
の
必
要
性
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
た
の
が
う
れ

し
い
で
す
。
議
会
、
行
政
、
県
民
の
協
働
で
“
ケ
ア
ラ
ー
支
援
”
に
取
り

組
み
、〈
ケ
ア
ラ
ー
も
介
護
さ
れ
る
人
も
幸
せ
な
埼
玉
県
〉
に
し
た
い
」

「〈
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
〉
と
い
う
ド
ア
を
開
け
て
私
た
ち
は
孤
独
な
介
護

か
ら
出
て
行
き
ま
す
」
な
ど
、
条
例
を
歓
迎
す
る
理
由
と
期
待
が
思
い
思

い
に
書
か
れ
て
い
た
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
（
以
下
、
連
盟
）
は
、
二
〇
一
〇

ケ
ア
ラ
ー
を
支
え
ら
れ
る
社
会
へ

い
ま
な
ぜ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
な
の
か

―
―
―
ケ
ア
す
る
人
を
支
え
ら
れ
る
社
会
へ

「
介
護
の
社
会
化
」
を
め
ざ
し
た
介
護
保
険
制
度
の
成
立
か
ら
二
〇
年
。

だ
が
、
介
護
は
家
族
が
す
る
も
の
と
の
意
識
は
根
強
く
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
す
ら
出
せ
な
い
介
護
者
が
多
い
。

こ
れ
ま
で
影
の
存
在
と
さ
れ
て
き
た
ケ
ア
ラ
ー
自
身
に
光
を
あ
て
、

彼
・
彼
女
が一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
そ
の
人
ら
し
い
人
生
を
生
き
ら
れ
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
社
会
的
支
援
が
必
要
な
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
共
同
代
表
理
事
／

日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授

堀
越
栄
子

ほ
り
こ
し
・
え
い
こ

日
本
女
子
大
学
家
政
学
部
卒
。
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
い
た
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
。
市

民
自
治
に
よ
る
社
会
的
生
活
基
盤
の
確
保
に
か
か
わ
る
調
査
研
究
と
実
践
に
携
わ
っ
て
い
る
。

共
著
に
『
福
祉
環
境
と
生
活
経
営
』『
暮
ら
し
を
つ
く
り
か
え
る
生
活
経
営
力
』（
朝
倉
書
店
）、

共
編
著
に
『
総
合
介
護
条
例
の
つ
く
り
方
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
な
ど
。

　

一
、
ケ
ア
ラ
ー
と
は
誰
の
こ
と
か

（
１
）﹁
ケ
ア
ラ
ー
﹂
と
認
識
す
る
こ
と
で
広
義
の
ケ
ア
ラ
ー
の
社
会

的
支
援
に
つ
な
げ
る

　

ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
言
葉
は
聞
き
慣
れ
な
い
方
も
多
い
と
思
う
。
私

も
講
演
や
学
習
会
で
は
、
ケ
ア
ラ
ー
の
定
義
に
つ
い
て
提
起
し
た
後

は
、
ケ
ア
ラ
ー
と
言
っ
た
り
介
護
者
と
言
っ
た
り
す
る
。

　

連
盟
で
は
、
図
１
の
よ
う
に
、
ケ
ア
ラ
ー
を
「
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ

に
不
調
の
あ
る
人
へ
の
介
護
、
看
病
、
療
育
、
世
話
、
気
づ
か
い
な

ど
、
ケ
ア
の
必
要
な
家
族
や
近
親
者
・
友
人
・
知
人
な
ど
を
無
償
で

ケ
ア
す
る
人
た
ち
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　

で
は
、
あ
え
て
介
護
者
で
は
な
く
「
ケ
ア
ラ
ー
」
の
定
義
を
掲
げ

た
の
は
、
何
故
な
の
か
。

　

そ
れ
は
ま
ず
、
誰
が
介
護
し
て
い
る
か
、
誰
を
介
護
し
て
い
る
か
、

ど
の
よ
う
な
内
容
の
介
護
を
し
て
い
る
か
を
問
わ
ず
、
多
様
な
す
べ

て
の
介
護
者
に
社
会
的
支
援
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

介
護
と
い
う
と
ど
う
し
て
も
中
高
年
の
女
性
が
行
う
高
齢
者
介
護

（
し
か
も
相
手
は
一
人
）
に
限
定
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
や
す
い
が
、

年
の
設
立
以
来
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
法
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
制
定
を
め

ざ
し
て
活
動
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
介
護
は
家
族
が
す
る
も
の
と
い
う
考

え
方
の
も
と
で
、
ケ
ア
ラ
ー
が
心
身
の
健
康
や
、
学
業
、
仕
事
、
友
だ
ち

付
き
合
い
な
ど
社
会
生
活
、
ひ
い
て
は
人
生
を
送
る
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ケ
ア
ラ
ー
自
身
に
焦
点
を
当
て
た

社
会
的
支
援
の
手
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。「
埼
玉
県
ケ
ア
ラ

ー
支
援
条
例
」
は
、
被
介
護
者
を
支
え
る
影
の
存
在
で
あ
っ
た
ケ
ア
ラ
ー

に
光
を
あ
て
、
社
会
的
に
認
知
し
、「
見
え
な
い
存
在
か
ら
見
え
る
存
在
」

に
し
た
と
こ
ろ
に
最
大
の
意
義
が
あ
る
。
ケ
ア
ラ
ー
は
よ
う
や
く
支
援
の

対
象
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
ケ
ア
ラ
ー
と
は
誰
の
こ
と
か
、
ケ
ア
ラ
ー

の
社
会
的
支
援
の
必
要
性
、
国
・
自
治
体
の
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
取
り
組
み

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

図１●ケアラーとは

障害のあるこどもの子
育て・障害のある人の
介護をしている

遠くに住む高齢の親が
心配で頻繁に通ってい
る

仕事と病気の子どもの
看病でほかに何もでき
ない

アルコール・薬物依存
やひきこもりなどの家
族をケアしている

健康不安を抱えながら
高齢者が高齢者をケア
している

目を離せない家族の見
守りなどのケアをして
いる

仕事を辞めてひとりで
親の介護をしている

障害や病気の家族の世
話や介護をいつも気に
かけている

こころやからだに不調のある人への「介護」「看病」「療育」「世話」「気づかい」など、ケア
の必要な家族や近親者・友人・知人などを無償でケアする人たちのことです。
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